
 

  令 和 ５ 年 ５ 月 ８ 日 

観光文化スポーツ部文化スポーツ振興課 

 

県政記者クラブ各位 

 

 

没後 70周年第 49回斎藤茂吉記念全国大会の開催について 

 

 本県出身の歌人斎藤茂吉の魅力と業績に触れながら斎藤茂吉を追慕する没後 70 周年

第 49回斎藤茂吉記念全国大会を下記の日程で開催しますので、県民への周知等について御

配慮願います。 

 

記 

 

１ 日 時 令和５年５月 14日（日）午後１時 30分～４時 35分 

２ 場 所 三友エンジニア体育文化センター（上山市体育文化センター）・エコーホール 

      上山市けやきの森 2-1（電話 023-673-2288） 

３ 主 催 山形県・上山市・上山市教育委員会・公益財団法人斎藤茂吉記念館 

４ 内 容 ①第 34 回齋藤茂吉短歌文学賞贈呈式 

      ②令和 4年度第 20回斎藤茂吉ジュニア短歌コンクール最優秀作品表彰式 

③没後 70周年記念座談会（午後２時 55 分～） 

 第一部「晩年の斎藤茂吉とその短歌」 

 第二部「茂吉以後の短歌・歌人たち」 

 登壇者：小島ゆかり・中川佐和子・佐佐木頼綱・雁部貞夫の４氏 

 

 ※ 第 34回齋藤茂吉短歌文学賞及び令和４年度第 20回斎藤茂吉ジュニア短歌コンク

ール最優秀賞については、別紙を御覧願います。 

  
 
 
 

 
お問合せ先 

○斎藤茂吉記念全国大会、斎藤茂吉ジュニア短歌コンクール 

   公益財団法人斎藤茂吉記念館  電話：023-672-7227 

○齋藤茂吉短歌文学賞贈呈式 

観光文化スポーツ部文化スポーツ振興課  

担当 永井・冨樫  電話：023-630-2283 
[報道監] 観光文化スポーツ部次長 丸子 

プレスリリース 



 

 

第 34回齋藤茂吉短歌文学賞について 

 

１ 目 的 

   山形県の生んだ偉大な歌人斎藤茂吉の功績を記念し、歌集・歌論及び歌人研究等、

短歌の分野で優れた業績をあげた者を顕彰する全国レベルの賞として、平成元年度

に創設。歌壇の振興に寄与するとともに、山形県から文化を発信する。 
 

２ 作品名   「岸辺
き し べ

」（歌集）角川書店 

 

３ 著者名   佐藤
さ と う

 通
みち

雅
まさ

 
 

４ 著者略歴 

歌人。1943年（昭和 18年）岩手県生まれ 宮城県在住 80歳。 
文学思想個人編集誌「路上」発行人。元河北新報歌壇選者。 
【主な著作等】 
歌 集：昭和 46 年『薄明の谷』、昭和 53 年『水の涯』、昭和 57 年『襤褸日乗』、 

昭和 62年『アドレッセンス挽歌』、平成 6年『美童』、平成 11年『天心』、 
平成 15年『往還』、平成 18年『予感』、平成 23年『強霜』、 
平成 25年『昔話（むがすこ）』、平成 29年『連灯』、令和 4年『岸辺』 

著 書：昭和 45年『新美南吉童話論 自己放棄者の到達』、 
昭和 60年『日本児童文学の成立 序説』、 
平成 12年『宮沢賢治 東北砕石工場技師論』、 
平成 13年『岡井隆ノート『0』から『朝狩』まで』、 

平成 19年『賢治短歌へ』、平成 21年『茂吉覚書 評論を読む』他多数   
受賞歴：昭和 46年第 4回日本児童文学者協会新人賞、 

昭和 61年日本児童文学学会賞奨励賞、 
平成 12年第 10回宮沢賢治賞、平成 24年第 27回詩歌文学館賞短歌部門 

 

５ 運営及び選考 

   齋藤茂吉短歌文学賞運営委員会が運営に当たり、４名の選考委員が選考を行う。 

 

６ 対象作品 

   毎年１月１日から 12月 31日までに発行された歌集・歌論・歌人研究等。 

 

７ 正賞・副賞 

   正賞：賞状、副賞：賞金 100 万円。 



 

 

令和４年度第 20回斎藤茂吉ジュニア短歌コンクール最優秀賞作品について 

１ 目 的  

斎藤茂吉没後 50 周年記念事業の実施等により、歌人として、文化人として、そし

て人間として茂吉の偉大さが改めて再認識されたのを契機に、新たな「やまがた文化」

創造の一環として行うもので、児童生徒が、短歌づくりを通して本県のすばらしい風

土を再発見するとともに、美しい日本語を見直すことにより国語力の向上を通した文

化の振興を図るものである。（平成 15年度以降 20回目の開催） 

 

２ 対  象 県内外の小学校・中学校・高等学校 

３ 募集期間 令和４年 11月 11日～令和５年１月 13日 

４ 応 募 数 141校から 10,502首（R3年度 143 校から 11,079首） 

５ 審  査  

（１）第１次審査：山形県内主要歌人 

第２次審査及び最終審査：大瀧保氏、田村元氏、結城千賀子氏 

 

（２）審査の方法 

① 第 1次審査：入選作品 200首を選考 

② 第２次審査：200首の中から優秀賞 53首を選考 

③ 最終審査会（２月 17日）：優秀賞 53首の中から、小学校、中学校、高等学校

の部それぞれにおいて最優秀賞作品を２首ずつ計６首を選考 

 

６ 受賞者 

応募時の学校名及び学年 氏   名 

山形市立第一小学校 ３年  小
こ

 林
ばやし

 千
せ

梨花
り か

 

上山市立南小学校  ６年   髙
たか

 村
むら

 愛
あい

 凛
り

 

仙台市立郡山中学校 ２年  横
よこ

 山
やま

 智
ち

 恵
え

 

学習院女子中等科  ３年 野
の

 村
むら

 仁
にい

 愛
な

 

山形県立寒河江高等学校  １年 吉
よし

 村
むら

 美
み

 咲
さき

 

山形県立東桜学館高等学校 １年  涌
わく

 井
い

 東
とう

 吾
ご

 

 


